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（3）数量算出（例） 

現況地盤面と計画地盤面の２つのサーフェスモデルを重ね合わせ、各面の標高差分を用いる点高

法により、ほ場区画ごとの切土量及び盛土量の算出例を以下に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-9 ほ場整備整地工の BIM/CIMモデルによる数量算出（例） 

緑：現況地盤面 

紫：計画地盤面 

切土 

盛土 
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2.2.2 道路工・畦畔 

（1）土工形状モデルの作成 

1）土工形状モデル作成の基本的な考え方 

道路工・畦畔の土工は、道路中心線等の線形に沿って連続的に構成される工種であり、線形に応

じた断面形状の設定や法面の処理が数量算出の精度に影響する。 
道路工・畦畔の土工形状モデルは、道路中心線等に沿って横断面を設定し、路体、路床、法面等

の断面形状を定義したうえで、断面間を補完することによりサーフェスモデルとして構築するこ

とを基本とする。 
モデル作成に当たり、特に傾斜地や曲線区間においては、法面部に以下のような不整合が生じや

すい点に留意する必要がある。 
・ねじれ：法面形状が交錯し、連続性が失われる状態 
・離れ：現況地形と法尻が接しておらず隙間が生じる状態 
・重なり：湾曲部等において法面同士が干渉する状態 
これらの不整合は、土工数量の算出誤差に直結するため、モデル作成後には横断面図を抽出し、

断面形状の妥当性を確認するとともに、３次元表示により法面形状や断面間の連続性を目視で確

認することが重要である。不整合が確認された場合には、断面形状の再設定や補完方法の見直し

等を行い、モデルを修正する必要がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-10 モデル作成における不整合の例 

 
 

  

離れ ねじれ 

重なり 
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2）サーフェスモデルの基本的な作成手順 

①線形の作成 

道路中心線等の線形データにより、計画路線の平面線形及び縦断条件を明確にする。線形は、

その後の断面配置やサーフェスモデル作成における基準となるため、測点位置、曲線区間、縦断

変化点等を適切に設定することが重要である。 
 

②標準断面の定義 

設計条件に基づき、路体、路床、法面勾配等から構成される標準断面形状を定義する。盛土に

ついては、路体盛土及び路床盛土を区別し断面形状を設定することで、施工幅や部位別の数量集

計の効率化を可能とする。 
 

③断面の作成、配置 

定義した標準断面に基づき、道路中心線等に直交する形で横断面を作成し測点ごとに配置す

る。併せて、切盛境、施工幅員や勾配が変化する箇所など、形状や数量算出条件が変化する区間

については、必要に応じて横断面を追加で配置する。 
各断面において、路床面及び路体面の境界線を明確に設定し、これらを３次元空間上に配置す

ることで、サーフェスモデル作成の基礎とする。 
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図 2-11 断面（道路面）の配置  

入力した横断情報が 
各側点に配置される 

各側点の横断情報の入力 
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④断面間の接続 

配置した横断面は、３次元 CAD ソフトウェアの機能を用いて断面間を接続し、路床面及び路

体面のサーフェスモデルを作成する。断面間の補完は、直線的な接続を基本とし、隣接する断面

の境界線を連続的に結ぶことで、面的な形状として表現する。 
なお、J-LandXML に対応した３次元 CAD ソフトウェアを用いる場合には、断面間の自動接

続機能や切盛境の断面の追加機能を活用することで、モデル作成の効率化が期待できる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-12 配置した断面間の接続 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-13 道路工のサーフェスモデル（例）  

断面間の接続により面形状にした状態 


